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Abstract In this study, we considered how to improve the childcare environment for children under 3 years old 
from measurement surveys, observation surveys, and hearing surveys. As a result, it was suggested that creating 
a childcare facility through collaboration between childcare workers and architects reflect the children’s daily 
activities and play according to the childcare philosophy. In addition, it was found that in suburban childcare 
facilities, it is easy to obtain a favorable air environment, such as carbon dioxide concentration in the childcare 
room and the outdoor environment. Especially in the outdoor environment, it can be seen that children aged 0 to 
1 play in various ways and with different ages. Therefore, it was suggested that it is important to create a familiar 
outdoor environment even for 0 and 1 year olds who are not obliged to have an outdoor playground. 
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図 2 認証保育所の開設数，認証保育所の施設数推移 
 
 
























ており，約 220 ㎡（2 歳児一人あたり約 9 ㎡）の広
い園庭も備えている。 





表 2 建物概要・調査概要 
〈建物概要〉 〈設計概要〉 
所在地 東京都小平市 基本設計期間 2016 年 4 ⽉〜5 ⽉ 
開設年 2017 年 実施設計期間 2016 年 6 ⽉〜7 ⽉ 
対象年齢 0〜2 歳児 
工事期間 2016 年 9 ⽉〜 2017 年 1 ⽉末 定員 50 名 
年齢構成 
0 歳 6 名， 
1 歳 20 名， 





2018 年 9 ⽉ 13 日，9
⽉ 25 日，10 ⽉ 3 日，
11 ⽉ 19 日 規模・構造 木造平屋，一部 2階建 
敷地面積 1,130 ㎡ 〈調査概要②〉 
建築面積 540 ㎡ 
設計者ヒアリング調査 2019 年 8 ⽉ 6 日 








A 型 B 型 C 型 A 型 B 型
設置主体 民間事業者等
対象年齢 0 ～2 歳 0 ～2 歳 0 ～2 歳 0 ～2 歳 0 ～5 歳 0 ～2 歳
規模 1～5 名 2 0 ～12 0 名 6 ～2 9 名
0 ・1歳：3 .3 ㎡ 0 ・1歳：3 .3 ㎡ 0 ・1歳：3 .3 ㎡
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①設計プロセス 


























































5-4 1・2 歳児の活動の様子 
 図 5 は 1・2 歳児の 1 日の活動の様子を示したも
のである。1・2 歳児の 1 日のスケジュールは，11






































1 歳 8 人 
園庭遊び 













園庭遊び 1・2 歳 15～16 人 
散歩 2 歳 10 人 
①9：30～11：30 


































凡例： 室内遊び 生活行為 屋外活動 
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図 5 1・2 歳児の一日の活動の様子 
日本女子大学紀要 家政学部 第 68号  Jpn. Women’s Univ. J. Vol.68（2021） 






















































































― 123 ― 
 

























表 3 園庭での遊び・行為の場所と内容 
場所 遊び・行為 ０歳 １歳 ２歳 
園庭 
広場 枝遊び  〇 〇 虫の観察  〇 〇 
すべり台 
すべり台遊び 〇 〇 〇 
ままごと 〇 〇 〇 
くぐる  〇  
掲示板付近 かくれんぼ  〇 〇 
砂場 砂遊び 〇 〇 〇 
ポンプ 
水で遊ぶ 〇 〇 〇 
水を出す 〇 〇 〇 
泥だんご 〇 〇 〇 
プランター 登る  〇  
木 
ぶら下がる  〇  
観察  〇 〇 
落ち葉・ 
どんぐり拾い 〇 〇  
虫探し   〇 
丸太 
ジャンプ遊び  〇 〇 
またがる  〇  
おしゃべり  〇  
木のトンネル くぐる  〇  
築山 はいはいする  〇  
道具かご 道具出し入れ 〇   
スロープ 手すりで鉄棒  〇  
縁側 
レール遊び  〇 〇 
ブロック遊び  〇 〇 
◎座る  〇 〇 
おしゃべり  〇 〇 
◎⻨茶を飲む  〇 〇 
◎着替える  〇 〇 
中庭 砂遊び 〇   
     
畑 野菜の観察   〇 
 
動的遊び  自然遊び ◎生活行為 静的遊び  
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さらにテラスでは，座る，着替える，お茶を飲む
などの生活行為，レール遊び・ブロック遊び等がみ
られた。テラスは雨天時には粗大運動（身体を大き
く動かす運動）にも活用されており，多用途に機能
していることが明らかとなった。 
6. まとめ 
本研究では，東京都郊外の低年齢児を対象とした
保育所の施設整備手法の事例から，3 歳未満児のた
めの今後の保育環境整備のあり方を検討した。 
ワークショップや施設見学などをとおして，保育
者らの保育観は設計者と共有され，それが設計コン
セプトとして空間構成や配置計画に具現化されたこ
とにより，保育者らが実践する保育に見合ったかた
ちで子どもたちの生活行為や遊びがおこなわれてい
ることが確認できた。 
また，保育室には屋外に面して大きな窓やテラス
が設けられていることから，意図的な換気回数は少
ないものの，生活行為に伴う窓の開閉によって十分
な換気が得られ，保育室内では適切な二酸化炭素濃
度が保たれていた。さらに，自然に近い状態で作り
込まれた広い園庭が確保されていることにより，本
来屋外遊技場の設置義務のない 0・1 歳児にも，多
様な屋外遊びや異年齢どうしの交流がみられた。 
以上より，郊外の保育施設では空気環境・屋外環
境ともに良好な環境を得やすく，加えて，保育者と
設計者の協働による空間づくりが，実践する保育に
見合った保育環境を整備するのにも有効であること
が示唆された。 
都市部では昨今，屋外遊技場のない保育施設が多
く見受けられるが，低年齢児にとって身近な屋外環
境はなくてはならないものであり，立地や施設種別
に関わりなく，子どもが豊かな保育環境を享受でき
るよう，整備のあり方を問う必要がある。 
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注 
本稿は日本建築学会大会学術講演梗概集「乳児の
ための屋外環境整備に関する研究-保育施設の施設
環境整備の実態についてその 2」（2019）3），および
「3歳未何時を対象とした東京 23区の保育施設の整
備状況について」（2020）4）を再構成したものです。 
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